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［
論
文
】後
北
条
氏
関
係
文
書
の
料
紙
と
折
式
に
つ
い
て

ｌ

形

と

折

り

に

込

め

ら

れ

た

意

識

Ｉ

【
要
旨
】

古
文
書
研
究
の
際
、
折
式
は
封
式
ほ
ど
言
及
さ
れ
る
事
が
少
な
く
、
そ
の

た
め
研
究
の
蓄
積
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
稿
は

北
条
氏
が
用
い
た
、
竪
紙
、
切
紙
、
折
紙
の
文
書
の
折
式
の
復
元
を
試
み
、

従
来
、
明
確
で
は
な
か
っ
た
竪
紙
の
折
式
の
一
つ
を
「
巻
き
折
り
」
と
し
て

紹
介
し
た
。

ま
た
、
当
主
ご
と
に
発
給
し
た
各
文
言
形
式
の
数
量
的
変
化
と
、
機
能
的

変
化
か
ら
、
北
条
氏
の
文
書
発
給
を
考
え
て
み
た
。
こ
の
中
で
「
竪
切
紙
」

と
「
横
切
紙
」
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
の
切
紙
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

機
能
の
分
析
を
行
っ
た
。
竪
切
紙
は
氏
康
の
代
に
越
後
の
上
杉
氏
と
の
外
交

で
多
用
さ
れ
、
氏
政
の
代
に
相
越
同
盟
が
破
棄
さ
れ
る
と
そ
の
数
は
著
し
く

減
少
し
た
。
併
せ
て
竪
切
紙
が
初
期
の
頃
に
保
持
し
て
い
た
外
交
文
書
と
し

て
の
用
途
は
、
漸
次
失
わ
れ
、
伝
馬
手
形
、
職
人
・
人
足
の
徴
用
な
ど
支
配

関
係
の
文
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
外
交
文
書
と
し
て
の
機
能
を
考
え
る
と
、
竪
切
紙
よ
り
「
横
切
紙
」

の
方
が
多
く
の
大
名
に
対
し
使
用
さ
れ
て
お
り
、
対
上
杉
外
交
に
氏
康
が
竪

切
紙
を
主
用
し
た
事
が
む
し
ろ
異
例
と
い
え
よ
う
。
北
条
氏
は
竪
切
紙
よ
り

「
横
切
紙
」
を
丁
重
な
様
式
と
し
て
認
識
し
な
が
ら
、
対
上
杉
外
交
で
は
竪

切
紙
を
多
用
し
た
。
こ
れ
ら
は
上
杉
氏
に
対
す
る
一
種
の
「
尊
重
」
の
表
れ

と
み
ら
れ
、
こ
の
使
用
は
室
町
風
の
書
札
礼
と
は
異
な
る
価
値
観
に
よ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
一

後

北

条

氏

古

文

書

学

文

書

形

式

折

式

竪

切

紙
鳥

居

和

郎

各
地
に
残
る
戦
国
時
代
の
文
書
を
見
る
と
、
料
紙
の
形
、
折
式
、
封
式
、
印
や

文
字
の
配
置
に
地
域
や
大
名
ご
と
に
異
な
る
様
式
が
存
在
す
る
事
に
気
が
付
く
。

戦
国
大
名
が
他
者
と
異
な
る
様
式
を
採
用
す
る
背
景
に
は
、
今
日
う
か
が
う
事
が

出
来
な
い
種
々
の
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

中
世
の
文
言
形
式
に
は
、
漉
か
れ
た
紙
を
横
長
に
用
い
た
竪
紙
。
初
め
に
料
紙

を
横
に
等
分
折
り
し
た
後
、
文
字
を
記
し
た
折
紙
。
竪
紙
を
裁
断
し
て
用
い
た
切

紙
。
複
数
の
紙
を
継
い
だ
継
紙
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
料
紙
の
形
状
に
よ
る
分

類
で
あ
る
が
、
文
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
宛
先
や
内
容
に
応
じ
て
相
応
し
い
形

式
が
と
ら
れ
る
た
め
、
単
純
で
は
あ
る
が
機
能
的
な
分
類
方
法
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
文
書
の
形
式
に
応
じ
て
折
式
や
封
式
が
変
わ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

そ
の
た
め
、
折
り
や
封
は
古
文
書
学
の
研
究
対
象
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

封
式
は
文
書
作
成
の
締
め
括
り
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
た
め
か
、
古
く
よ
り
書

札
礼
に
関
す
る
著
作
や
論
考
に
は
、
封
式
を
図
示
し
な
が
ら
具
体
的
な
説
明
を
加

（

１

）

え
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
蓄
積
も
あ
り
、
現
在
で
も
史
料
紹
介
や
古
文
書

（

２

）

学
的
な
論
考
に
は
封
式
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
事
が
多
い
。

一
方
、
折
式
に
目
を
向
け
る
と
、
文
書
を
折
る
行
為
は
封
ほ
ど
に
文
書
発
給
者

の
意
識
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
な
さ
れ
な
い
の
か
、
折
式
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

た
論
考
は
少
な
く
、
さ
ほ
ど
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
状
況
で
あ

（
３
）

↓
（
》
○

本
稿
は
、
後
北
条
氏
の
発
給
し
た
い
く
つ
か
の
文
書
に
つ
い
て
折
式
の
復
元
を

試
み
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
、
文
言
の
作
成
に
際
し
て
、
文
書
の
「
形
」
の
選
択

は
じ
め
に
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（

二

折

紙

折
紙
は
、
後
北
条
氏
関
係
の
文
書
で
は
三
代
氏
康
の
時
代
に
使
用
が
拡
大
し
た

形
式
と
い
え
、
領
国
支
配
、
所
領
の
充
行
・
安
堵
な
ど
公
的
な
用
途
に
幅
広
く
使

（

４

）

用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
書
状
な
ど
私
的
な
用
途
で
用
い
ら
れ
る
事
は
少
な
か
っ
た
。

ま
た
、
公
的
な
用
途
に
は
、
竪
紙
も
折
紙
と
同
様
に
用
い
ら
れ
た
が
、
竪
紙
は
折

紙
よ
り
厚
礼
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

折
紙
は
初
め
に
横
に
半
折
さ
れ
た
料
紙
を
用
い
、
そ
の
折
目
に
向
か
い
文
字
を

記
し
、
表
面
に
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
裏
面
に
記
さ
れ
た
。
こ
の
時
も
や
は
り
折

目
に
向
か
っ
て
記
さ
れ
る
た
め
、
料
紙
を
広
げ
る
と
文
字
は
折
り
目
に
向
か
い
対

称
的
に
並
ぶ
。
折
紙
に
は
「
六
つ
折
り
」
や
「
八
つ
折
り
」
と
呼
ば
れ
る
形
式
も

あ
る
が
、
北
条
氏
の
文
書
で
は
こ
の
折
り
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
更
に
細
か
く

こ
こ
で
は
、
後
北
条
氏
が
作
成
し
た
文
書
の
大
部
分
を
占
め
る
、
竪
紙
、
切
紙
、

折
紙
な
ど
の
文
書
の
折
り
方
を
復
元
し
て
み
る
。
折
り
の
復
元
に
は
、
料
紙
に
残

る
折
り
筋
は
勿
論
の
事
、
汚
れ
、
擦
れ
な
ど
も
重
要
な
情
報
と
な
る
。
ま
た
、
文

言
の
表
面
（
文
字
が
記
さ
れ
る
側
）
は
保
護
の
た
め
内
側
（
谷
折
り
）
に
折
ら
れ

る
事
が
多
く
、
逆
に
山
折
り
と
な
る
料
紙
裏
面
の
折
り
筋
に
は
汚
れ
や
擦
れ
が
強

く
付
着
す
る
た
め
、
折
式
の
復
元
の
た
め
に
裏
面
の
観
察
は
重
要
で
あ
る
。

続
い
て
各
形
式
の
折
式
を
述
べ
る
が
、
本
稿
の
構
成
上
、
折
紙
、
切
紙
、
竪
紙

の
順
で
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

や
、
文
書
を
「
折
る
」
行
為
に
込
め
た
意
識
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

｜
後
北
条
文
書
に
み
ら
れ
る
折
式

折
ら
れ
る
事
が
多
く
、
前
述
の
様
に
折
目
で
区
画
さ
れ
た
面
で
数
え
る
な
ら
ば

「
十
二
折
り
」
と
な
る
。

図
版
１
で
掲
げ
た
文
書
も
こ
の
折
り
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
天
正
十
七
年
二

五
八
九
）
六
月
朔
日
に
桜
井
武
兵
衛
に
宛
て
た
北
条
家
朱
印
状
で
、
下
段
（
裏
面

の
部
分
）
の
右
隅
の
二
区
画
に
傷
み
や
汚
れ
が
見
え
る
。
後
北
条
氏
の
発
給
し
た

折
紙
は
同
じ
箇
所
に
同
様
の
損
傷
が
あ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
部
分

垂

錠
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舞
椴
惣
恥
」
録
い
鍵

偲
彦
人
鎧
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・
γ

繍忽
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守

輕
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鞭
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図版1北条家朱印状（天正十七年）六月朔日付
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図1図版1の折り方
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が
最
後
に
折
ら
れ
た
た
め
外
側
と
な
り
、
文
書
が
伝
存
さ
れ
る
過
程
で
摩
耗
や
汚

れ
の
被
害
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。

次
に
、
こ
の
文
書
の
折
り
を
復
元
し
て
み
る
（
図
１
）
・
折
紙
は
文
字
を
記
す

前
に
既
に
横
に
二
つ
折
り
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
折
目
を
下
に
位
置
さ
せ
（
①
）
、

左
右
の
二
等
分
の
位
置
で
内
側
（
谷
折
り
）
に
折
る
（
②
）
。
つ
ぎ
に
②
の
折
り

で
出
来
た
折
目
を
左
側
に
置
き
、
同
様
に
左
右
の
二
等
分
の
位
置
で
内
側
に
折
る

（
③
）
・
続
い
て
同
様
に
③
で
出
来
た
折
目
を
左
側
に
置
き
三
つ
折
り
、
つ
ま
り
区

私

》

辱

く

妙

く

…

ｆ

１

付

！

今

か

孝

珍

７

４

撃

鯵

〃
診
魯
惣
亨
鬼
侭
；
＃
を

少
綴
鯵
ら
鐙
恋
坤
緯
Ｙ
八

鼻 欝

ザ

､

t

；

付日

（

二

）

切

紙

四胡
切
紙
は
、
竪
紙
の
料
紙
を
裁
断
し
て
用
い
る

憧
形
式
で
、
料
紙
の
切
り
方
に
よ
り
形
は
異
な
る

年皖
が
、
代
表
的
な
形
は
竪
紙
を
横
に
半
裁
し
た
も

趣
の
で
、
図
版
２
で
掲
げ
た
天
文
十
六
年
（
一
五

状
四
七
）
閨
七
月
四
日
付
の
北
条
氏
康
感
状
は
こ

感驍
の
形
で
あ
る
。
ま
た
、
北
条
氏
や
上
杉
氏
な
ど

峠
東
国
の
大
名
は
、
縦
の
寸
法
は
概
ね
竪
紙
と
同

牌
様
で
あ
る
が
、
横
の
寸
法
が
竪
紙
よ
り
短
い
切

図

紙
も
使
用
し
た
。
こ
の
形
式
は
記
さ
れ
る
文
字

の
分
量
に
よ
り
、
任
意
の
所
で
裁
断
さ
れ
る
た

め
、
横
の
寸
法
は
一
様
で
は
な
い
。
横
長
の
切

画
を
三
等
分
し
最
初
に
左
側
を
谷
折
り
、
つ
ぎ

に
右
側
を
谷
折
り
し
て
前
で
行
っ
た
折
り
面
に

重
ね
る
の
で
あ
る
。

紙
と
区
別
す
る
た
め
「
竪
切
紙
」
と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
小
さ
く
裁
断
し

用
い
た
も
の
を
小
切
紙
と
い
う
。

北
条
氏
は
横
長
の
切
紙
（
以
後
、
区
別
の
た
め
「
横
切
紙
」
と
記
す
）
と
竪
切

紙
の
両
方
を
使
用
し
た
。
い
ず
れ
も
花
押
を
据
え
た
判
物
と
し
て
、
ま
た
、
印
章

を
捺
し
た
印
判
状
と
し
て
も
用
い
た
。
用
途
と
し
て
は
公
的
な
文
書
に
も
、
私
的

な
文
書
に
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
切
紙
は
、
発
給
先
や
用
途
に

お
い
て
共
通
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
用
い
ら
れ
た
事
が
う
か

が
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
感
状
、
古
河
公
方
に
宛
て
た
文
書
、
寺
社
に
宛
て
た
礼
状

な
ど
、
相
手
に
対
す
る
尊
重
の
度
合
の
高
い
文
書
に
は
、
花
押
を
据
え
た
横
切
紙

が
使
用
さ
れ
、
竪
切
紙
は
使
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
北
条
氏
は
竪
切
紙
よ
り
横

切
紙
の
方
を
厚
礼
と
位
置
付
け
て
い
る
事
が
う
か
が
わ
れ
る
。
文
書
の
作
成
に
あ

た
り
、
宛
先
、
内
容
な
ど
を
勘
案
し
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
切
紙
の
中
か
ら
相
応
し

い
形
式
を
選
択
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
切
紙
の
折
り
の
復
元
を
行
う
が
、
横
切
紙
と
竪
切
紙
で
は
折
式
が
大
き
く

異
な
る
。
ま
た
横
切
紙
の
折
式
は
幾
つ
か
あ
る
が
、
北
条
氏
の
使
用
し
た
横
切
紙

は
、
竪
紙
と
類
似
す
る
折
り
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
た
め
、
竪
紙
の
項

で
併
せ
て
述
べ
る
事
と
し
、
こ
こ
で
は
竪
切
紙
の
折
り
方
を
述
べ
る
。

一
般
に
竪
切
紙
は
「
横
ノ
内
折
」
で
折
ら
れ
る
が
、
「
竪
切
紙
」
と
共
に
こ
の

折
式
も
戦
国
期
の
東
国
に
存
在
し
た
特
徴
的
な
様
式
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
横
ノ
内
折
の
折
り
方
は
一
様
で
は
な
く
、
こ
の
折
式
の
特
徴
で
あ
る
横

向
き
の
折
り
筋
に
つ
い
て
も
正
し
く
二
等
分
に
位
置
す
る
も
の
、
二
等
分
を
や
や

外
す
も
の
、
ま
た
、
折
り
筋
は
一
条
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
二
条
の
も
の
も
あ

る
な
ど
、
実
に
変
化
に
富
む
。
横
ノ
内
折
の
折
式
を
『
新
潟
県
史
』
で
は
五
つ
の
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た
め
、
折
式
の
例
と
し
て
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
文
書
の
折
り
の
復
元
を
行
っ
て
み
る
（
図
２
）
・
初
め
に
文
書
の
上
下
の

二
等
分
よ
り
や
や
下
の
位
置
で
、
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
面
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

内
側
に
折
る
（
内
折
、
①
）
。
つ
ぎ
に
①
の
折
り
で
付
い
た
折
目
を
下
に
位
置
さ

せ
、
左
右
の
二
等
分
の
位
置
で
内
側
に
折
る
。
三
回
目
の
折
り
は
②
で
付
い
た
折

（

５

）

タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。

図
版
３
で
掲
げ
た
文
書
は
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
）
と
推
定
さ
れ
る
二
月

二
日
、
北
条
氏
直
が
桜
井
武
兵
衛
に
宛
て
た
感
状
で
あ
る
。
後
北
条
氏
の
場
合
、

感
状
は
横
切
紙
の
体
裁
を
と
る
が
、
本
状
は
異
な
る
形
状
で
や
や
例
外
的
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
竪
切
紙
の
文
書
に
似
る
。
し
か
し
縦
の
寸
法
が
や
や
短
く
、
厳
密
に
は

「
切
紙
」
と
称
す
べ
き
で
あ
る
が
、
竪
切
紙
に
使
わ
れ
る
横
ノ
内
折
が
施
さ
れ
る

魚

１

１

ｉ

ｌ

‐

ｆ

ｉ
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図版3北条氏直感状（天正十七年ヵ）二月二日付

④

1Ⅷ
図2図版3の折り方（横ノ内折）

②

う

目
を
右
側
に
置
き
、
再
び
左
右
の
二
等
分
の
位
置
で
内
側
に
折
る
。
四
回
目
の
折

り
も
同
様
に
③
の
折
目
を
右
に
置
き
等
分
に
二
つ
折
り
に
し
て
完
成
で
あ
る
。

な
お
、
料
紙
の
横
幅
が
あ
る
（
文
字
が
多
い
）
竪
切
紙
の
場
合
、
あ
る
い
は
、

小
さ
く
（
細
く
）
折
り
畳
む
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
さ
ら
に
二
つ
折
り
を
重
ね
る

場
合
と
、
最
後
の
折
り
を
三
つ
折
り
と
す
る
事
も
あ
る
。
ま
た
「
糊
付
」
の
封
が

施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
竪
切
紙
の
文
言
に
は
、
奥
の
上
部
隅
、
あ
る
い
は
下
部
隅

に
封
の
痕
跡
が
残
る
が
、
封
が
施
さ
れ
た
位
置
に
よ
り
折
り
方
が
変
わ
る
。
つ
ま

り
、
横
ノ
内
折
で
折
ら
れ
た
下
半
分
の
位
置
に
宛
名
が
あ
る
場
合
（
下
位
者
に
宛

て
た
文
言
）
は
、
奥
の
上
部
に
封
を
作
る
た
め
、
折
り
方
は
前
述
と
同
様
で
あ
る

が
、
上
半
分
の
奥
に
宛
名
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
（
同
位
以
上
の
人
物
に
宛
て
た

文
書
）
は
、
料
紙
奥
の
下
部
に
封
を
作
る
た
め
、
二
回
目
の
左
右
の
二
等
分
折
り

（
②
）
は
逆
に
山
折
り
と
し
、
三
回
目
の
折
り
は
前
の
折
り
目
を
左
に
位
置
さ
せ

左
右
の
二
等
分
の
位
置
で
谷
折
り
に
す
る
。
四
回
目
以
降
も
同
様
に
折
り
目
を
左

に
置
き
、
等
分
の
二
つ
折
り
を
繰
り
返
す
。
ま
た
、
料
紙
の
大
き
さ
に
よ
り
最
後

（

６

）

を
三
つ
折
り
と
す
る
事
も
前
述
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
横
ノ
内
折
は
、
先
ず
横
向
き
の
谷
折
り
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

以
後
、
料
紙
の
大
き
さ
、
折
上
が
り
の
大
き
さ
、
「
糊
付
」
の
有
無
な
ど
に
よ
り

折
り
方
が
変
化
す
る
。

後
北
条
氏
は
、
竪
紙
を
印
判
状
や
判
物
と
し
て
、
ま
た
、
領
国
支
配
に
関
す
る

公
文
書
と
し
て
、
書
状
な
ど
の
私
文
書
と
し
て
も
幅
広
く
使
用
し
た
。
折
紙
と
用

途
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
折
紙
よ
り
丁
重
な
形
式
と
見
な
さ
れ
て
い
た
た
め
、

（
三
）
竪
紙
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所
領
の
充
行
や
安
堵
、
家
督
の
継
承
、
禁
制
、
訴
訟
関
係
な
ど
重
要
な
事
項
に
は

専
ら
こ
の
形
式
が
使
用
さ
れ
た
。

図
版
４
と
し
て
掲
げ
た
竪
紙
は
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月
四
日
、
北

条
氏
直
が
桜
井
武
兵
衛
に
対
し
、
父
の
死
去
に
と
も
な
い
家
督
の
継
承
を
認
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
料
紙
の
袖
側
は
奥
側
に
比
べ
汚
れ
や
擦
れ
が
多
く
、

こ
の
事
は
文
言
が
奥
よ
り
袖
に
向
か
っ
て
折
ら
れ
て
い
っ
た
事
を
示
す
。
竪
紙
の

文
言
は
袖
に
同
様
の
汚
れ
を
持
つ
も
の
が
多
く
、
そ
の
た
め
竪
紙
の
折
り
方
に
つ

い
て
「
奥
か
ら
折
り
畳
む
」
「
左
奥
か
ら
巻
き
折
る
」
「
奥
の
方
か
ら
文
面
を
内
側

（

７

）

に
し
て
巻
き
込
ん
で
」
な
ど
種
々
に
解
説
さ
れ
る
が
、
具
体
的
な
検
証
は
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

(折式順序）

1山折2谷折 3谷折 4谷折 5谷折
V V V

「

ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
駄
瀦
″
彦
味
哩
罎
懐
‐
－
，
‐
！
；
；

宮

城

美

作

守

殿

’

零

！

‐

Ｉ

~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

図3 「太田氏房印判状」の折り方（｢豊島・宮城文言』より）

し
か
し
、
旧
聞
に
属
す
る
が
豊
島
区

立
郷
土
博
物
館
の
編
集
に
な
る
『
豊

（

８

）

島
・
宮
城
文
聿
星
は
、
具
体
的
に
竪
紙

の
文
書
の
折
り
順
の
復
元
を
行
っ
た
噴

矢
と
も
い
え
る
存
在
で
、
こ
れ
は
、
天

正
十
二
年
三
月
十
一
日
付
の
太
田
氏
房

印
判
状
の
朱
印
の
印
移
り
か
ら
折
り
方

の
推
測
を
行
っ
て
い
る
（
図
３
）
。
こ

の
文
書
は
竪
紙
に
よ
く
見
ら
れ
る
料
紙

の
袖
側
に
汚
れ
を
持
つ
も
の
で
、
同
書

に
よ
る
と
「
最
初
に
、
差
出
人
に
折
目

を
当
て
な
い
た
め
、
充
所
に
記
さ
れ
た

名
前
の
左
側
で
山
折
り
と
し
、
次
に
宛

名
の
右
側
に
折
目
を
付
け
谷
折
り
し
、
以
後
、
こ
の
折
幅
で
順
に
折
る
」
と
い
う

も
の
で
、
初
め
の
一
折
り
を
除
け
ば
、
ほ
ぼ
奥
よ
り
順
に
折
り
畳
む
方
法
で
あ
る
。

確
か
に
こ
の
折
り
方
に
よ
る
と
、
文
書
の
表
裏
に
同
じ
朱
印
の
印
移
り
を
発
生

さ
せ
る
が
、
ま
だ
検
討
の
余
地
は
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
検
証
は
次
章
で

行
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
図
版
４
で
掲
げ
た
北
条
家
朱
印
状
を
用
い
て
竪
紙

の
折
式
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
。

こ
の
文
書
を
観
察
す
る
と
、
奥
側
よ
り
二
つ
目
の
折
目
（
谷
折
り
）
の
右
に

~ ~

~

鍬
＃
鼠
紗
〃
捗
息
何
奴
嫁
箪

俊
蕊
裳
イ
ー
堂
塔
，

一

作
払
啄
々
／
礫
錘
翻
″
~
！

久
〃
胤
？
犠
彩
そ
簿
．
〃
作

’
1 ザ

》
一
》
》
唾
露
封
一
・
跡
勢
跨
《
》
・
峠
発
や
，
§
卿
１
通
＃
も

田

~ ~

図版4北条家朱印状天正十二年十月四日付

~~

… ①②aZ-gg) へ 騨瀧簿瀧 i轆鐸
一

、
桜
井
式
典
衛
辰崖

淵う

雪

図4図版4の折り方
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「
桜
井
武
兵
衛
殿
」
と
宛
名
が
記
さ
れ
、
折
目
の
左
側
に
は
「
桜
井
」
の
文
字
が

墨
移
り
し
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
部
分
が
最
初
に
折
ら
れ
た
事
を
う
か
が

わ
せ
る
。
こ
の
折
り
は
宛
名
に
折
り
筋
を
付
け
な
い
よ
う
折
ら
れ
た
も
の
で
（
図

４
１
①
）
、
次
に
こ
の
折
り
を
保
っ
た
ま
ま
文
書
の
奥
よ
り
丸
め
て
（
巻
い
て
）
い

き
、
最
後
に
袖
の
端
を
文
書
の
折
幅
に
合
う
様
に
調
整
し
た
後
、
潰
し
て
平
ら
に

す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
順
に
折
る
の
で
は
な
く
、
潰

す
こ
と
に
よ
り
一
度
に
複
数
の
折
目
が
付
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
潰
し
て
平
ら

に
す
る
前
に
、
筒
状
の
大
き
さ
を
変
え
る
事
に
よ
り
折
り
上
が
り
の
幅
の
調
整
も

可
能
で
あ
る
。

こ
の
折
り
方
を
行
う
と
奥
側
よ
り
一
つ
め
の
折
目
は
山
折
り
と
な
り
、
そ
れ
以

外
は
全
て
谷
折
り
と
な
る
。
な
ぜ
奥
側
に
山
折
り
が
出
来
る
の
か
と
い
え
ば
、
初

め
に
名
前
に
折
り
目
が
付
く
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
折
っ
た
部
分
は
、
最
後
に
整

え
た
折
幅
よ
り
幅
が
広
い
た
め
、
丸
め
て
潰
さ
れ
た
時
に
折
り
返
さ
れ
て
山
折
り

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

各
地
に
所
見
さ
れ
る
竪
紙
の
文
書
は
全
て
こ
の
折
式
に
依
っ
た
、
と
は
言
え
な

い
ま
で
も
、
北
条
氏
が
領
国
内
に
発
給
し
た
竪
紙
は
こ
の
折
式
に
よ
る
も
の
が
多

（

９

）い
。
ま
た
、
横
切
紙
の
文
書
に
つ
い
て
も
こ
の
折
式
の
も
の
が
比
較
的
多
く
見
受

け
ら
れ
る
。
竪
紙
に
し
て
も
横
切
紙
に
し
て
も
こ
の
折
式
が
行
わ
れ
た
事
を
示
す

幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
次
章
に
お
い
て
示
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照

し
て
頂
き
た
い
。

ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
「
丸
め
て
、
潰
し
て
、
平
ら
に
す
る
」
と
い

う
折
り
方
は
名
称
が
確
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
便
宜

「
巻
き
折
り
」
と
称
し
て
解
説
を
進
め
る
事
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
折
式
の
名

称
と
し
て
提
唱
す
る
訳
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
本
稿
内
で
の
呼
称
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
既
に
こ
の
名
称
が
通
称
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

こ
こ
で
は
先
に
述
べ
た
太
田
氏
房
印
判
状
と
、
図
版
４
で
掲
げ
た
北
条
家
朱
印

状
な
ど
を
比
較
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
「
巻
き
折
り
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

前
章
に
お
い
て
、
太
田
氏
房
印
判
状
の
折
式
に
対
す
る
疑
問
を
呈
し
た
が
、
そ

の
理
由
を
述
べ
て
み
た
い
。
煩
瓊
で
は
あ
る
が
、
再
度
『
豊
島
・
宮
城
文
書
」
で

記
さ
れ
た
折
り
方
を
述
べ
る
と
「
初
め
に
差
出
人
に
折
目
を
当
て
な
い
た
め
、
充

所
に
記
さ
れ
た
名
前
の
左
側
で
山
折
り
に
折
り
、
次
に
宛
名
の
右
側
に
折
目
を
付

け
て
谷
折
り
を
行
う
。
以
後
、
こ
の
折
幅
で
順
に
折
り
畳
む
」
と
の
方
法
で
あ
る
。

し
か
し
、
後
北
条
氏
が
発
給
し
た
竪
紙
の
文
書
を
広
く
観
察
す
る
と
、
先
に
述
べ

た
「
巻
き
折
り
」
に
依
っ
て
折
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
折

式
で
も
文
書
の
表
裏
に
同
様
の
印
移
り
を
発
生
さ
せ
る
。

そ
れ
で
は
太
田
氏
房
印
判
状
を
「
巻
き
折
り
」
で
折
っ
て
み
よ
う
。
先
ず
最
初

に
折
ら
れ
た
箇
所
は
、
同
書
で
は
「
２
谷
折
」
と
し
た
箇
所
（
図
３
参
照
）
で
、

こ
の
箇
所
（
宛
名
の
右
側
）
を
谷
折
り
で
折
る
理
由
は
、
名
前
に
折
目
を
付
け
な

い
た
め
で
あ
る
。
次
に
、
こ
の
折
り
を
保
っ
た
ま
ま
奥
よ
り
袖
に
向
か
っ
て
丸
め

て
い
き
、
最
後
に
袖
端
の
部
分
を
折
幅
に
合
わ
せ
た
後
、
潰
し
て
平
ら
に
し
た
の

で
あ
る
。
同
書
で
は
初
め
に
名
前
の
左
側
を
山
折
り
で
折
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
た

が
、
実
は
こ
の
折
目
は
最
後
に
一
斉
に
出
来
た
折
り
と
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
初

め
に
名
前
に
折
目
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
谷
折
り
さ
れ
た
奥
側
の
部
分
が
、
最
後
に
決

’
一
「
巻
き
折
り
」
に
つ
い
て
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定
さ
れ
た
折
幅
よ
り
広
い
た
め
、
丸
め
て
潰
さ
れ
た
際
に
折
り
返
さ
れ
山
折
り
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
文
書
の
場
合
、
折
り
返
さ
れ
た
部
分
が
、
文
書

の
折
幅
と
ほ
ぼ
同
寸
（
や
や
短
い
が
）
で
あ
る
た
め
、
最
初
に
折
ら
れ
た
よ
う
に

思
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
文
書
の
折
目
は
奥
側
よ
り
一
番
左
は
山
折

り
、
二
番
目
以
降
は
全
て
谷
折
り
と
な
る
。

前
述
の
太
田
氏
房
印
判
状
や
北
条
家
朱
印
状
に
限
ら
ず
、
後
北
条
氏
関
係
文
書

の
竪
紙
の
多
く
は
「
巻
き
折
り
」
で
折
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て

は
外
見
よ
り
こ
の
折
り
方
が
行
わ
れ
た
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
竪
紙
や

横
切
紙
の
折
式
と
し
て
「
巻
き
折
り
」
が
優
れ
る
点
は
、
極
め
て
短
時
間
で
文
書

を
折
る
事
が
出
来
、
し
か
も
料
紙
の
袖
端
の
部
分
を
容
易
に
過
不
足
な
く
折
幅
と

合
わ
せ
る
事
が
可
能
な
（
折
り
上
が
り
が
整
う
）
事
に
あ
る
。

従
っ
て
、
袖
の
端
が
折
り
幅
と
一
致
し
た
文
書
は
「
巻
き
折
り
」
に
よ
り
折
ら

れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
も
し
奥
よ
り
順
に
折
り
畳
む
方
法
で
、
袖
の
端
の
収
ま

り
を
良
く
す
る
な
ら
ば
、
初
め
に
料
紙
の
全
幅
を
計
測
し
、
折
り
上
が
り
の
幅
が

合
う
よ
う
に
一
折
り
の
幅
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
折
り
進
む
に
従
い
変
化
す
る
折
幅
を
予
測
し
、
最
初
の
折
り
幅
を
決
定
す
る

必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
な
過
程
を
と
る
こ
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
ず
、
現

実
的
な
方
法
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
図
版
４
で
掲
げ
た
北
条
家
朱
印
状
に
も
見
ら
れ
る
が
「
巻
き
折
り
」
の

文
書
は
料
紙
の
一
番
奥
の
折
目
が
斜
め
に
付
く
事
が
多
い
。
つ
ま
り
、
丸
め
て
、

最
後
に
折
幅
を
整
え
潰
し
て
平
ら
に
す
る
際
、
手
の
動
き
は
文
書
を
擦
る
よ
う
に

潰
し
て
い
く
事
が
考
え
ら
れ
、
そ
の
た
め
内
側
が
動
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
こ
の
箇
所
の
折
り
幅
は
他
の
箇
所
よ
り
狭
く
な
る
。

ま
た
、
既
に
註
９
で
述
べ
た
よ
う
に
、
外
交
的
な
文
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
竪

紙
に
は
「
巻
き
折
り
」
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
『
新
潟
県

史
」
に
は
個
々
の
文
書
の
様
式
や
法
量
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を
載
せ
る
が
、
こ

｛

ｍ

）

れ
に
よ
る
と
北
条
氏
が
発
給
し
た
竪
紙
は
全
て
横
ノ
内
折
で
折
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
写
真
に
よ
る
確
認
で
あ
る
が
、
伊
達
家
文
書
に
含
ま
れ
る
永
禄
十
二
年
五
月

さ
ら
に
、
奥
側
の
一
折
り
は
山
折
り
で
、
そ
れ
以
外
は
谷
折
り
の
文
書
は
名
前

に
折
目
が
あ
た
る
事
を
避
け
る
配
慮
が
行
わ
れ
た
「
巻
き
折
り
」
の
文
書
と
ほ
ぼ

見
て
よ
い
。
山
折
り
が
出
来
る
理
由
は
既
に
述
べ
た
た
め
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ

な
い
。以

上
、
「
巻
き
折
り
」
が
行
わ
れ
た
文
書
の
外
見
的
特
徴
を
述
べ
て
み
た
。
こ

の
様
な
特
徴
を
持
つ
文
書
は
比
較
的
多
く
、
こ
の
事
か
ら
も
「
巻
き
折
り
」
は
竪

紙
や
横
切
紙
の
折
式
と
し
て
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、

単
に
丸
め
て
潰
し
て
平
ら
に
し
た
訳
で
は
な
く
、
宛
名
に
折
り
筋
を
付
け
ぬ
よ
う

配
慮
が
払
わ
れ
た
も
の
が
多
く
、
こ
の
事
か
ら
推
し
量
る
と
、
お
そ
ら
く
他
の
形

式
の
文
書
に
も
同
様
の
配
慮
は
及
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
折
紙
な
ど
折
り
筋
の

調
整
が
行
い
難
い
も
の
は
、
予
め
折
り
筋
の
位
置
を
予
測
し
宛
名
を
記
し
て
い
た

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
竪
紙
や
切
紙
の
文
書
で
も
名
前
に
折
り
筋
が
か
か
る
も
の
は
少
な
く

な
い
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
折
目
を
外
す
と
の
意
識
が
及
ば
ず
付
い
た

と
見
る
よ
り
は
、
文
言
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
、
あ
る
い
は
大
量
発
給
か
否
か
な

ど
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
り
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
今
後
、
該
当
す
る
文

書
の
分
析
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
何
ら
か
の
法
則
性
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な

Ｌ

１

０

１
Ｖ
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表1各当主の世代別使用文書形式（未定稿）

文
言
は
記
さ
れ
る
内
容
や
宛
先
に
応
じ
て
文
書
の
形
、
充
所
の
様
式
、
害
止
文

言
な
ど
が
選
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
様
式
や
、
文
書
が
持
つ
機
能

は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
い
く
が
、
こ
こ
で
は
北
条
氏
の
文
書
の
中
で
も
、
大

き
く
機
能
が
変
わ
っ
た
竪
切
紙
の
文
書
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

表
１
は
、
早
雲
以
来
、
北
条
氏
五
代
の
当
主
が
発
給
し
た
文
書
の
形
式
を
集
計

（

Ⅲ

）

二
十
日
付
の
北
条
氏
照
書
状
も
同
様
の
折
式
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
名
間
の
外
交

的
な
文
書
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
折
式
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い

（

皿

）

は
遠
方
へ
伝
達
す
る
文
書
と
の
事
で
小
さ
く
折
り
畳
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず

れ
に
し
て
も
こ
の
様
式
の
採
用
に
は
何
ら
か
の
意
識
が
込
め
ら
れ
た
結
果
行
わ
れ

た
と
み
ら
れ
る
。

識
一
ｍ
一
鍋
一
加
一
皿
一
班
一
齢

横切紙竪切紙

7 1

11 17

16 87

44 21

85 62

263 188

蝿
－
５
’
５
面
Ⅳ
｜
弱
蔬

(合計）

25

68

595

194

560

1442

紙切

１

０

１

８

０

０

４

５

，４ 継紙

1

0

1

0

0

2

北条早雲

北条氏綱

北条氏康

北条氏政

北条氏直

(合計）

三
料
紙
の
形
に
込
め
ら
れ
た
意
識

し
た
も
の
で
あ
る
。
各
当
主
の
時
代
区
分
は
『
小

（

喝

）

田
原
市
史
」
史
料
編
に
依
っ
た
。
ま
た
、
デ
ー
タ

と
し
て
採
用
し
た
史
料
は
、
同
書
所
載
の
文
書
の

中
か
ら
文
書
形
式
が
確
定
で
き
る
原
本
史
料
と
、

影
写
本
や
写
し
に
つ
い
て
は
関
連
史
料
に
よ
り
形

式
が
確
定
で
き
る
史
料
を
採
用
し
た
。
年
未
詳
文

書
に
つ
い
て
は
印
判
、
花
押
の
使
用
者
の
項
に
加

え
た
。
な
お
、
同
書
の
記
載
内
容
に
誤
植
等
、
明

ら
か
な
疑
問
点
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
を
訂
正
し

た
。
し
か
し
、
文
書
の
残
存
率
は
記
さ
れ
た
内
容

や
伝
達
さ
れ
た
環
境
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
た

め
、
当
時
の
発
給
状
況
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
と
は
い
え
ず
、
あ
く
ま
で
も

大
ま
か
な
傾
向
を
う
か
が
う
た
め
の
も
の
と
し
て
見
て
頂
き
た
い
。

北
条
家
が
発
給
し
た
文
書
形
式
を
概
観
す
る
と
、
竪
紙
は
各
世
代
で
多
用
さ
れ

た
。
竪
紙
は
い
わ
ば
基
本
的
な
文
書
形
式
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
か
、
実

に
幅
広
い
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
発
給
数
も
多
い
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
と
と
も
に
竪
紙
は
所
領
の
充
行
や
安
堵
な
ど
、
受
給
者
の
権
利
を
保
証
す
る

文
書
に
使
用
さ
れ
る
事
が
多
く
、
そ
の
た
め
文
書
の
残
存
率
自
体
、
他
の
形
式
の

文
書
よ
り
も
良
好
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
氏
康
の
代
に
は
い
ず
れ
の
形
式
の
文
書
も
発
給
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

と
り
わ
け
折
紙
の
増
加
は
著
し
い
が
、
こ
れ
は
領
国
の
拡
大
に
よ
り
支
配
関
係
の

文
書
の
発
給
量
が
増
加
し
た
事
に
加
え
、
折
紙
に
対
し
与
え
ら
れ
た
機
能
を
う
か

が
う
と
、
竪
紙
と
異
な
り
私
的
な
書
状
に
用
い
ら
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

竪
紙
以
上
に
幅
広
い
用
途
で
用
い
ら
れ
た
。
こ
と
に
各
郷
村
や
寺
社
に
対
す
る
段

銭
や
棟
別
銭
な
ど
税
の
免
除
は
専
ら
折
紙
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が

え
る
が
、
発
給
先
に
対
し
丁
重
さ
を
必
要
と
し
な
い
支
配
関
係
の
文
書
に
用
い
ら

れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
竪
切
紙
の
数
的
、
あ
る
い
は
機
能
的
な
変
化
は
、
戦
国
大
名
の
文
書

発
給
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
竪
切
紙
は
氏
綱
、
氏
康
の
代
に
越

後
の
長
尾
氏
・
上
杉
氏
と
の
外
交
的
な
文
言
に
多
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
氏
政
の

代
に
な
る
と
相
越
同
盟
が
破
棄
さ
れ
、
外
交
関
係
が
途
絶
え
た
た
め
か
、
竪
切
紙

の
比
率
は
著
し
く
減
少
し
た
。
併
せ
て
機
能
面
か
ら
竪
切
紙
の
変
化
を
見
る
と
、

氏
綱
・
氏
康
の
時
代
、
外
交
的
な
書
状
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る

が
、
そ
れ
以
外
で
は
通
常
の
書
状
と
し
て
、
ま
た
、
比
較
的
簡
易
な
支
配
関
係
の
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（
｜
）
竪
切
紙
と
横
切
紙
の
機
能

北
条
氏
が
使
用
し
た
切
紙
に
は
、
横
切
紙
と
東
国
独
自
の
竪
切
紙
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
二
つ
の
切
紙
の
主
要
な
用
途
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
表
１
で
示
し
た
よ

う
に
、
現
在
、
確
認
さ
れ
る
史
料
数
で
は
、
早
雲
の
時
代
の
使
用
傾
向
を
う
か
が

う
事
は
出
来
な
い
た
め
、
氏
綱
の
代
か
ら
見
る
事
と
し
た
い
が
、
や
は
り
、
こ
の

代
に
お
い
て
も
充
分
な
比
較
を
行
う
た
め
に
は
史
料
数
が
少
な
い
。
そ
の
た
め
、

主
要
な
用
途
を
提
示
す
る
に
止
め
、
氏
康
の
代
よ
り
使
用
頻
度
の
多
い
順
に
①
②

な
ど
の
数
字
を
付
し
た
。
な
お
、
＊
印
は
該
当
の
史
料
が
複
数
存
在
す
る
も
の
で

／

あ
る
。

文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
氏
政
の
代
よ
り
伝
馬
手
形
と
し
て
の
使
用
は
徐
々
に

増
加
し
、
氏
直
の
時
代
に
至
る
と
さ
ら
に
そ
の
比
率
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
の

傾
向
に
添
う
よ
う
に
、
管
見
の
限
り
で
は
氏
直
の
代
に
外
交
的
文
書
と
し
て
他
国

の
大
名
な
ど
に
宛
て
た
も
の
は
見
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
竪
切
紙
の
文
書
が
初
期
の
頃
よ
り
保
持
し
て
い
た
外
交
的
文
書

と
し
て
の
機
能
は
、
漸
次
失
わ
れ
て
い
っ
た
が
、
北
条
氏
の
使
用
し
た
外
交
的
文

書
を
通
観
す
る
と
、
そ
の
役
割
の
大
部
分
は
横
切
紙
が
担
っ
て
い
て
、
竪
切
紙
の

使
用
は
限
定
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
を
踏
ま
え
て
氏
康
の
代
の
竪
切
紙
の

使
用
を
考
え
る
と
、
上
杉
氏
に
宛
て
た
竪
切
紙
の
文
書
の
多
さ
は
異
例
と
も
い
え

、
よ
王
フ
。

氏
綱
時
代

〈
横
切
紙
〉

・
外
交
的
な
文
書
（
安
房
稲
村
城
主
・
里
見
義
豊
、
千
葉
氏
家
臣
原
胤
貞
に
鶴

氏
康
時
代

〈
横
切
紙
〉

（

四

）

①
感
状
。

②
外
交
的
な
文
書
（
下
野
烏
山
城
主
・
那
須
資
胤
＊
、
下
総
結
城
城
主
・
結
城
政

勝
、
常
陸
太
田
城
主
・
佐
竹
義
昭
＊
、
出
羽
米
沢
城
主
・
伊
達
晴
宗
、
同
輝
宗
、

陸
奥
白
川
城
主
・
白
川
晴
綱
、
徳
川
家
康
家
臣
・
酒
井
忠
次
＊
、
足
利
義
昭
側

近
・
細
川
藤
孝
＊
、
典
医
・
半
井
鱸
庵
、
古
河
公
方
家
臣
・
豊
前
山
城
守
、
古

（

即

）

河
公
方
・
足
利
義
氏
、
駿
河
大
宮
城
代
・
富
士
信
忠
な
ど
）
。

（

皿

）

③
寺
社
に
対
す
る
敷
地
安
堵
、
夫
役
免
除
な
ど
。

〈
竪
切
紙
〉

①
外
交
的
な
文
書
（
越
後
・
上
杉
謙
信
＊
、
上
杉
氏
家
臣
・
小
中
大
蔵
少
輔
、
常

（

犯

）

陸
真
壁
城
主
・
真
壁
宗
幹
、
下
野
烏
山
城
主
・
那
須
資
胤
な
ど
）
。

（

認

）

②
懸
銭
、
棟
別
銭
、
反
銭
、
城
米
な
ど
の
納
入
指
示
。

（

別

）

③
伝
馬
手
形
。

〈
竪
切
紙
〉

（

Ⅳ

）

・
外
交
的
な
文
書
（
越
後
・
長
尾
為
景
）
。

（

肥

）

・
寺
社
へ
の
祈
念
の
依
頼
、
そ
の
礼
状
。

（

Ｍ

）

岡
八
幡
宮
造
営
勧
進
の
た
め
小
別
当
下
向
に
関
す
る
伝
達
）
。

寺
院
に
対
す
る
儀
礼
的
文
書
（
相
模
の
無
量
光
寺
、
武
蔵
の
称
名
寺
か
ら
の

（

鴫

）

新
年
の
祝
儀
の
答
礼
）
。

（

焔

）

家
臣
へ
の
知
行
充
行
状
と
し
て
。
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氏
直
時
代

〈
横
切
紙
〉

（

皿

）

①
感
状
。

②
外
交
的
な
文
書
（
足
利
義
氏
奏
者
・
季
龍
周
興
、
徳
川
家
康
＊
、
出
羽
米
沢

（

鉈

）

城
主
・
伊
達
政
宗
、
豊
臣
秀
吉
侍
医
・
一
鴎
軒
）
。

（

認

）

③
寺
社
な
ど
へ
の
答
礼
。

〈
竪
切
紙
〉

（

弘

）

①
伝
馬
手
形
。

①
外
交
的
な
文
書
（
甲
斐
・
武
田
信
玄
、
安
芸
・
毛
利
輝
元
、
足
利
義
氏
奏
者
．

季
龍
周
興
、
足
利
義
昭
側
近
・
真
木
嶋
昭
光
、
伊
達
氏
家
臣
・
遠
藤
基
信
＊
、

下
総
関
宿
城
主
・
簗
田
持
助
、
徳
川
家
康
家
臣
・
榊
原
康
政
、
上
野
国
衆
．
安

（

語

）

中
家
繁
、
徳
川
家
康
）
。

（

妬

）

②
感
状
。

（

”

）

③
寺
社
な
ど
へ
の
答
礼
。

〈
竪
切
紙
〉

（

坊

）

①
伝
馬
手
形
。

②
外
交
的
な
文
書
（
下
総
結
城
氏
重
臣
・
多
賀
谷
安
芸
守
、
下
総
森
屋
城
主
・
相

馬
治
胤
、
陸
奥
・
葦
名
盛
孝
ヵ
、
陸
奥
三
春
城
主
・
田
村
清
顕
、
徳
川
家
康
家

｛

調

）

臣
・
榊
原
康
政
）
。

（

釦

）

③
職
人
・
人
足
な
ど
の
徴
用
。

氏
政
時
代

〈
横
切
紙
〉

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
横
切
紙
と
竪
切
紙
の
用
途
に
は
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る

事
が
う
か
が
え
る
。
つ
ぎ
に
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
み
る
．

（

鈴

）

横
切
紙
．
．
ほ
ぼ
一
貫
し
て
こ
の
形
式
が
使
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
感
状
、
寺

社
に
対
す
る
礼
状
や
祈
祷
の
依
頼
、
関
東
に
於
け
る
伝
統
的
権
威
の
頂
点
と
も
い

え
る
古
河
公
方
や
そ
の
家
臣
に
宛
て
た
書
状
が
あ
る
。
ま
た
、
他
国
の
大
名
に
宛

て
た
外
交
的
な
書
状
は
、
上
杉
氏
や
関
東
に
所
在
す
る
大
名
な
ど
を
除
き
、
ほ
ぼ

横
切
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

竪
切
紙
・
・
各
代
で
ほ
ぼ
竪
切
紙
が
使
用
さ
れ
る
も
の
は
、
職
人
・
人
足
の
徴
用

の
際
の
文
書
、
「
常
調
」
の
伝
馬
印
が
確
立
し
た
氏
康
代
以
降
の
伝
馬
手
形
。
ま
た
、

外
交
的
な
文
書
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
上
杉
氏
や
関
東
、
南
奥
州

（

釘

）

の
大
名
な
ど
発
給
さ
れ
た
地
域
は
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
棟
別
銭

（

粥

）

や
段
銭
な
ど
の
納
入
に
関
す
る
文
書
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
横
切
紙
の
機
能
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
変
化
が
な
い
も
の
の
、
竪
切

紙
に
は
外
交
的
文
書
の
使
用
は
漸
次
減
少
す
る
な
ど
の
変
化
が
み
ら
れ
、
こ
の
傾

向
と
関
連
す
る
よ
う
に
、
氏
綱
代
に
は
儀
礼
的
な
要
素
を
含
む
文
書
に
も
使
用
さ

れ
て
い
た
が
、
氏
康
代
に
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
次
第
に
実
務
的
な
文
書
形
式
と

の
性
格
を
強
め
て
い
っ
た
。

こ
れ
ま
で
上
杉
家
文
書
の
中
に
外
交
的
に
用
い
ら
れ
た
竪
切
紙
の
文
書
が
多
い

こ
と
も
あ
り
、
北
条
氏
が
外
交
に
用
い
た
文
書
形
式
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
か
な
り
地
域
的
な
使
用
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
二
つ
の
切
紙
の

用
途
か
ら
み
る
と
、
北
条
氏
は
竪
切
紙
よ
り
横
切
紙
を
丁
重
、
厚
礼
な
様
式
と
位

（

妬

）

②
北
条
氏
一
族
間
、
家
臣
に
宛
て
た
書
状
。
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表2上杉家文書にみられる文書の形式

（

三

外

交

文

書

と

し

て

の

用

途

二
つ
の
切
紙
の
使
用
状
況
を
、
上
杉
家
文
書
と
伊
達
家
文
書
に
含
ま
れ
る
北
条

氏
側
が
発
給
し
た
文
書
の
中
か
ら
見
て
み
よ
う
。
現
在
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は

（

調

）

（

㈹

）

上
杉
家
文
書
に
は
約
六
十
九
通
、
伊
達
家
文
書
に
は
十
一
通
、
ま
た
、
伊
達
家
重

（

狐

）

臣
の
遠
藤
氏
に
宛
て
た
四
通
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
形
式
を
見
る
と
、
上
杉
家
文
書
に
は
表
２
で
示
し
た
様
に
各
種

の
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、
竪
切
紙
が
三
十
四
通
、
横
切
紙
の

文
書
が
三
通
あ
る
。
し
か
し
、
三
通
の
横
切
紙
の
内
、
一
通
は
北
条
氏
政
が
足
利

義
昭
の
側
近
の
細
川
藤
孝
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
た
め
、
上
杉
氏
に
宛
て
た
も
の

垂
切
紙
が
三
十
四
通
、
横
切
紙
の

し
内
、
一
通
は
北
条
氏
政
が
足
利

ａ
た
め
、
上
杉
氏
に
宛
て
た
も
の

置
づ
け
て
い
た
事
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
で
は
、
越
後
の
上
杉
氏
な
ど
外
交
的
文

書
と
し
て
竪
切
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
た
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
か
。

横切紙竪切紙折紙継紙

1 7

6 1

1 11 1

1

1 3

1 1

1

2 1

2

3 34 3 1

舗
一
９

略
一
肥

４
ｌ
７
ｌ
３

２
ｌ
６

３
ｌ
銘

報
－
１
’
９

５
ｌ
３
ｌ
３

１

１
ｌ
３
ｌ
１
｜
”

北条氏綱

北条氏康

北条氏政
北条氏康・

氏政連署状

北条氏照

北条氏邦

遠山康英

遠山康光

由良成繁

（合計）

※（永禄13年） 2月18日付、北条氏政・同氏康連署起請文は

この表から除外した。

は
二
通
と
い
え
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
上
杉
謙
信
へ
の
贈
答
品

に
添
え
た
儀
礼
的
な
書
状
で
、

他
の
文
書
の
内
容
と
は
や
や
性

｛

蛇

）

格
が
異
な
る
。

一
方
、
伊
達
・
遠
藤
家
文
書

に
は
竪
切
紙
の
文
書
は
一
通
も

確
認
で
き
ず
、
竪
紙
の
一
通
を

除
き
、
他
の
十
四
通
は
全
て
横

切
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま

現
在
、
各
地
の
自
治
体
史
の
充
実
も
あ
り
、
中
世
文
書
の
多
く
は
活
字
と
な
り

手
軽
に
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
原
文
書
に
は
、

た
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
と
み
ら
れ
る
四
月
二
十
日
、
北
条
氏
直
が
伊
達

政
宗
へ
友
誼
を
求
め
た
際
、
北
条
氏
に
従
属
し
て
い
た
武
蔵
の
忍
城
主
成
田
氏
長

（

褐

）

が
仲
介
を
務
め
、
政
宗
に
宛
て
た
書
状
が
あ
る
。
こ
の
書
状
は
横
切
紙
で
記
さ
れ

（

“

）

る
が
、
現
在
、
確
認
で
き
る
氏
長
の
唯
一
の
横
切
紙
で
あ
る
。

同
様
の
例
を
、
上
杉
氏
に
宛
て
た
文
書
に
求
め
て
み
る
と
、
永
禄
十
二
年
（
一

五
六
九
）
の
相
越
同
盟
成
立
の
外
交
交
渉
の
際
、
北
条
氏
に
従
属
し
て
い
た
由
良

成
繁
が
上
杉
謙
信
側
近
山
吉
豐
守
に
宛
て
た
書
状
が
三
通
存
在
す
る
が
、
一
通
は

（

妬

）

竪
紙
、
他
の
二
通
は
竪
切
紙
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
北
条
氏
の
領
国
内
で
は
外
交
的
な
文
書
作
成
に
関
わ
る
情

報
が
共
有
化
さ
れ
、
相
手
先
に
応
じ
た
文
書
形
式
が
選
択
さ
れ
る
な
ど
、
北
条
家

の
文
書
発
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
の
程
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
何
故
に
北
条
氏
は
上
杉
氏
に
対
し
、
横
切
紙
で
は
な
く
竪
切
紙
を

主
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
戦
国
大
名
の
外
交
は
、
今
日
の
国
際
外
交
と
同
様
に

相
手
側
の
文
言
様
式
を
研
究
し
、
そ
れ
を
尊
重
し
つ
つ
文
書
の
作
成
を
行
っ
た
と

（

妬

）

み
ら
れ
る
。
関
東
地
方
に
所
在
す
る
全
て
の
戦
国
期
の
文
書
を
把
握
せ
ず
、
印
象

で
述
べ
る
こ
と
と
な
る
が
、
竪
切
紙
の
文
書
は
北
条
氏
も
使
用
し
た
が
、
総
じ
て

上
杉
氏
や
そ
の
影
響
力
が
及
ぶ
地
域
で
の
使
用
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
北
条
氏
は
上
杉
氏
と
の
外
交
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
竪
切
紙
を
使
用
し
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に
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書
風
、
字
配
り
、
印
や
花
押
の
位
置
、
折
式
、
封
式
な
ど
活
字
で
は
読
み
と
る
こ

と
が
出
来
な
い
豊
富
な
情
報
が
存
在
す
る
。
活
字
化
と
い
う
利
便
性
の
反
面
、
古

文
書
研
究
の
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
こ
れ
ら
情
報
に
対
す
る
関
心
が
次
第

に
薄
れ
て
い
く
事
に
危
愼
を
覚
え
、
料
紙
の
折
り
と
形
と
い
う
外
見
か
ら
得
る
こ

と
の
出
来
る
情
報
を
ど
の
よ
う
に
反
映
で
き
る
も
の
か
行
っ
て
み
た
。

外
見
と
い
う
形
態
的
情
報
だ
け
で
は
な
く
、
発
給
先
、
文
書
内
容
な
ど
の
機
能

面
で
の
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
精
度
が
高
ま
る
事
は
承
知
し
て
い

る
が
、
敢
え
て
形
態
的
な
情
報
の
比
重
を
高
め
て
み
た
。
こ
の
試
み
が
成
功
で
あ

る
か
、
ま
た
、
失
敗
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
と
し
て
、
原
本
の
持
つ
情
報
量
と
、

原
本
史
料
を
伝
達
す
る
博
物
館
な
ど
資
料
保
存
施
設
の
役
割
を
再
認
識
し
て
頂
け

れ
ば
、
筆
者
と
し
て
は
先
ず
成
功
と
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
北
条
氏
が
二
つ
の
タ
イ
プ
の
切
紙
の
使
い
分
け
を
行
っ
た
背
景
に

は
、
戦
国
大
名
に
と
っ
て
の
外
交
が
合
戦
と
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
意
味

を
持
つ
と
い
う
事
に
あ
ろ
う
。
円
滑
に
外
交
を
進
め
る
た
め
に
戦
国
大
名
は
様
々

な
情
報
の
収
集
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
に
相
手
側
の
文
書
様
式
も
あ
っ
た
と
み
ら

れ
、
そ
こ
に
は
竪
切
紙
よ
り
横
切
紙
の
方
を
厚
礼
と
み
る
世
界
と
は
別
の
価
値
観

が
存
在
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
古
文
書
の
折
式
は
や
や
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
印
象
が
あ
る
が
、

本
稿
に
よ
り
、
戦
国
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
意
識
を
込
め
て
文
書
の
作
成
を
行
っ

た
も
の
か
、
関
心
が
高
ま
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

欄
筆
す
る
に
あ
た
り
、
小
論
の
中
で
、
筆
者
が
寡
聞
に
し
て
知
ら
ず
、
周
知
の

事
を
述
べ
た
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
時
は
ご
容
赦
を
お
願
い
し
た
い
。

追
記本

稿
の
中
で
、
折
式
の
復
元
に
使
用
し
た
史
料
は
い
ず
れ
も
桜
井
家
文
書
で
あ

る
。
同
文
書
は
当
初
の
姿
を
ほ
ぼ
完
全
に
保
っ
た
ま
ま
伝
達
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

た
め
こ
の
小
論
を
な
す
こ
と
が
出
来
た
。
文
書
の
伝
達
に
関
わ
っ
た
同
家
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
使
用
し
た
写
真
は
当
館
の
井
上
久
美
子
氏
に
、

折
り
の
模
式
図
は
渡
辺
実
華
子
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

丁註
、一’

（
２
）

〆
、

～、

4
ー〆

（
３
）

伊
勢
貞
丈
「
貞
丈
雑
記
」
（
東
洋
文
庫
四
五
○
）
。
『
群
耆
類
従
』
消
息
部
、
巻
第
一
四
四

「
消
息
耳
底
秘
抄
」
「
書
札
礼
、
付
故
実
」
、
巻
第
一
四
五
「
書
札
作
法
抄
」
「
細
川
家
書
札

抄
」
な
ど
。

相
田
二
郎
「
古
文
書
料
紙
の
横
ノ
内
折
と
そ
の
封
式
と
に
就
い
て
」
『
歴
史
地
理
」
第
七

八
巻
、
第
二
・
五
号
、
一
九
四
一
年
（
「
日
本
古
文
書
学
論
集
』
二
、
総
論
Ⅱ
「
古
文
書

の
様
式
的
研
究
」
一
九
八
七
年
で
復
刊
）
。
拙
槁
「
後
北
条
氏
関
係
文
書
に
見
ら
れ
る

『
糊
付
」
の
封
に
つ
い
て
」
「
古
文
書
研
究
」
四
四
・
四
五
合
併
号
、
一
九
九
七
年
。
山
口

研
一
『
糊
付
」
の
一
札
」
「
伊
勢
原
市
史
研
究
」
一
九
九
七
年
。
池
田
寿
「
書
状
の
折
り

方
考
」
「
日
本
歴
史
」
五
九
五
号
、
一
九
九
七
年
。
「
新
潟
県
史
」
資
料
編
３
、
中
世
一
、

七
五
七
～
七
五
八
頁
、
な
ど
。

折
式
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
、
管
見
で
は
「
新
潟
県
史
」
資
料
編
３
、
中

世
一
、
七
五
四
～
七
五
七
頁
。
豐
島
区
郷
土
資
料
館
編
「
豊
島
・
宮
城
文
書
』
（
豊
島
区

郷
土
資
料
館
調
査
報
告
害
第
四
集
）
一
九
八
八
年
。
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
編

「
信
長
文
書
の
世
界
」
二
○
○
○
年
。
米
沢
市
上
杉
博
物
館
編
『
国
宝
上
杉
文
書
図
録
』

二
○
○
三
年
、
な
ど
が
あ
る
。

北
条
氏
が
使
用
し
た
折
紙
の
中
に
、
書
留
が
「
恐
々
謹
言
」
な
ど
と
あ
る
た
め
「
書
状
」

と
分
類
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
文
書
の
内
容
を
見
る
と
本
来
は
判
物
で
発
給
さ

れ
る
べ
き
公
的
な
内
容
の
も
の
が
多
い
。
便
宜
上
書
留
文
言
に
よ
り
分
類
さ
れ
る
が
、
実
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際
は
耆
状
系
文
書
と
判
物
系
文
書
の
区
別
が
付
き
に
く
い
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
文
言

は
、
作
成
に
あ
た
り
折
紙
形
式
の
料
紙
を
用
い
な
が
ら
、
結
果
的
に
書
状
形
式
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
５
）
『
新
潟
県
史
』
資
料
編
３
、
中
世
一
、
七
五
四
～
七
五
七
頁
。

（
６
）
封
の
作
り
方
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
（
２
）
拙
稿
「
後
北
条
氏
関
係
文
書
に
見
ら
れ
る

「
糊
付
」
の
封
に
つ
い
て
」
を
参
照
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
７
）
前
掲
註
（
３
）
「
豊
島
・
宮
城
文
言
」
、
「
信
長
文
言
の
世
界
」
。
藤
沢
市
教
育
委
員
会
博
物

館
建
設
準
備
担
当
編
「
古
文
書
を
見
る
Ｉ
藤
沢
の
中
世
文
書
を
中
心
に
ｌ
」
一
九
九
八
年
。

原
島
陽
一
「
巻
上
書
の
こ
と
」
「
古
文
書
研
究
』
四
一
・
四
二
合
併
号
、
一
九
九
五
年
、

な

ど

。

（
８
）
前
掲
「
豊
島
・
宮
城
文
書
」
六
九
頁
の
「
二
六
号
文
書
の
印
う
つ
り
に
つ
い
て
」
。

（
９
）
上
杉
家
文
書
に
含
ま
れ
る
北
条
氏
関
係
の
竪
紙
、
伊
達
家
文
言
に
含
ま
れ
る
北
条
氏
関
係

の
竪
紙
は
い
ず
れ
も
横
ノ
内
折
で
折
ら
れ
て
い
る
。

（
、
）
前
掲
註
（
５
）
四
一
二
号
．
四
三
一
号
文
言
な
ど
。

（
ｕ
）
「
戦
国
遺
文
』
後
北
条
氏
編
、
一
二
二
五
号
文
書
。

（
蛇
）
竪
紙
の
文
言
を
単
に
小
型
に
す
る
な
ら
ば
「
巻
き
折
り
」
を
行
っ
た
後
に
、
そ
れ
を
二

つ

折

り

に

す

る

事

も

考

え

ら

れ

る

。

（
蝿
）
現
当
主
の
世
代
に
、
次
世
代
の
人
物
が
発
給
し
た
文
書
は
現
当
主
に
集
計
し
た
。
例
え
ば
、

当
主
氏
康
の
代
に
嫡
子
氏
政
が
発
給
し
た
文
書
は
氏
康
代
に
加
え
た
。

（
皿
）
『
小
田
原
市
史
」
史
料
編
、
中
世
Ⅱ
、
八
三
・
八
四
号
文
書
。

（
妬
）
前
掲
、
一
四
八
・
一
四
九
号
文
言
。

（
略
）
前
掲
、
九
九
号
文
書
。

（
Ⅳ
）
前
掲
、
六
一
・
二
、
六
五
～
六
九
号
文
書
。

（
焔
）
前
掲
、
一
○
八
～
九
号
文
書
な
ど
。

（
均
）
前
掲
、
一
六
四
・
五
号
文
書
な
ど
。

（
釦
）
前
掲
、
三
六
四
～
七
、
三
六
八
号
文
書
な
ど
。

（
虹
）
前
掲
、
一
七
九
、
二
○
六
号
文
書
な
ど
。

（
配
）
前
掲
、
四
四
九
、
四
五
九
号
文
書
な
ど
。

（
認
）
前
掲
、
二
○
三
、
二
八
九
号
文
書
な
ど
。
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前
掲
、
四
○
五
、
四
二
六
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
○
九
六
、
一
二
一
九
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
一
六
九
、
一
三
三
五
号
文
言
な
ど
。

前
掲
、
一
○
九
三
、
一
二
三
八
号
文
言
な
ど
。

前
掲
、
一
○
八
六
、
二
一
七
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
三
○
二
、
一
二
八
六
号
文
言
な
ど
。

前
掲
、
一
三
一
三
、
一
三
二
七
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
三
八
七
・
八
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
五
一
二
、
一
六
二
四
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
四
○
九
、
一
七
二
三
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
四
二
○
、
一
五
三
四
号
文
書
な
ど
。

前
掲
、
一
四
三
・
二
、
一
四
一
五
号
文
書
な
ど
。

氏
直
は
天
正
十
七
年
と
見
ら
れ
る
二
月
頃
、
正
方
形
に
近
い
よ
う
な
料
紙
の
切
紙
の
感
状

を
発
給
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
旧
に
復
し
た
横
長
の
切
紙
の
感
状
を
発
給
し
て
い
る
た
め
、

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
一
時
的
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
当
主
が
他
国
の
大
名
な
ど
に
直
接
発
給
し
た
文
言
か
ら
傾
向
を
述
べ
て
い
る

が
、
天
正
十
二
年
あ
る
い
は
十
三
年
と
み
ら
れ
る
正
月
五
日
、
北
条
氏
規
が
徳
川
家
康
家

臣
の
本
多
重
次
に
宛
て
た
書
状
は
竪
切
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
「
戦
国
遺
文
」
後
北
条

氏
編
、
四
七
七
五
号
文
書
）
。
現
在
の
所
、
北
条
氏
が
徳
川
氏
に
宛
て
た
竪
切
紙
の
文
書

は
確
認
出
来
な
い
が
、
家
康
の
家
臣
宛
に
は
竪
切
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
外

交
的
な
内
容
で
あ
っ
て
も
下
位
者
で
あ
る
た
め
、
簡
易
な
書
状
の
形
式
と
し
て
用
い
た
と

み
ら
れ
る
。

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
竪
切
紙
は
段
銭
な
ど
の
税
の
納
入
の
指
示
な
ど
に
使
用
さ
れ
、
折

紙
は
諸
役
、
夫
役
な
ど
の
減
免
に
使
用
さ
れ
る
事
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

前
掲
註
（
５
）
七
八
～
八
三
、
九
九
、
一
○
○
、
二
九
一
、
三
八
一
号
文
書
な
ど
。

前
掲
註
（
皿
）
六
三
六
、
六
三
八
、
六
三
九
、
三
九
九
、
一
二
二
五
、
三
四
七
八
、
二

九
一
八
、
二
九
五
○
、
三
四
七
七
、
三
四
七
八
、
三
六
一
七
号
文
書
。

前
掲
、
一
九
三
六
、
一
九
六
四
、
二
五
○
七
、
二
六
五
五
号
文
書
。

前
掲
、
一
二
五
五
、
一
三
六
五
号
文
書
。
前
者
は
永
禄
十
二
年
六
月
九
日
、
北
条
氏
照
は
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現
在
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
北
条
氏
が
伊
達
氏
に
送
っ
た
文
書
の
大
部
分
は
横
切
紙
で
、

上
杉
氏
に
送
っ
た
文
言
の
半
数
は
竪
切
紙
で
あ
っ
た
。
伊
達
氏
が
上
杉
氏
に
送
っ
た
文
書

を
「
上
杉
家
文
書
」
か
ら
見
る
と
、
五
通
の
書
状
が
確
認
で
き
る
。
三
通
は
横
切
紙
で
、

竪
切
紙
と
竪
紙
が
そ
れ
ぞ
れ
一
通
ず
つ
あ
る
。
こ
の
数
量
で
断
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
伊

達
氏
が
北
条
氏
よ
り
受
給
し
た
文
書
形
式
の
傾
向
か
ら
見
る
と
、
発
給
し
た
文
書
形
式
は

異
な
る
感
が
あ
る
。
前
掲
註
（
５
）
六
六
六
～
六
七
○
号
文
書
。

前
掲
註
（
ｍ
）
四
七
六
、
七
三
九
、
四
七
五
号
文
書
。

行
田
市
郷
土
博
物
館
鈴
木
紀
三
雄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

で
、
後
者
は
永
禄
十
二
年
‐

贈
る
際
に
付
し
た
書
状
で
、

前
掲
、
一
九
六
四
号
文
書
。

上
杉
謙
信
よ
り
刀
を
贈
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
返
礼
と
し
て
太
刀
を
贈
る
際
に
付
し
た
書
状

で
、
後
者
は
永
禄
十
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、
北
条
氏
政
が
歳
暮
の
祝
儀
と
し
て
音
物
を

贈
る
際
に
付
し
た
書
状
で
、
い
ず
れ
も
儀
礼
的
な
も
の
で
あ
る
。
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